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自分と子どものかかわりから自己理解を図る
保育授業の開発 (第 8報)
高等学校家庭科普通科目 ｢家庭総合｣におけるnorBbfjc実践の検討 2)u aytoet (
佐藤 園 ･ 平田美智子* ･ 河原 浩子*
本報は,第 7報で明らかにした岡山南高等学校 ｢家庭総合｣で試みられた 保`育学習のま
とめとして,学校のみで 1日間実施された自分の誕生時の体重とは無関係なFBP"の課題 
(① FBPの位置づけ,② FBの体重,⑨質問項目,④ディスカッションのテーマと進め方, 
⑤ FBPによる人間関係理解の意味)を検討することを目的とした｡そのため,課題②③④















位置づけられている｡ ｢教科｣の独自性は,科学 ･ 家族を中心とする人との関係の理解には結びつき難
学問を基盤とする法則 ･理論の系統的学習を原理と いという問題を有している｡
し,科学的認識の形成をねらいとすることにある｡ 本継続研究は,この間題を解決する投げ入れ導入
家庭科の学的基盤をなす家政学の｢家庭生活の営み｣ 授業としてのFlourBabyPrqject (以下, F B Pと
の定義からそれを求めると,家庭科では,学習者で 称す)の開発を目的として,これまで①生徒の誕生
ある生徒自身が,人 ･狭義の環境 ･物からなる環境 時の体重にした F Bを,②養育ルールに従い,③学
の三側面と主体的に相互に作用する力を育成して, 校 ･家庭で休日を含む 7日間連続して世話をし,④ 
はじめて家庭生活を営む力を保証することになる｡ 1日の終了時には毎日の経験をBabyJoumal(以下, 
したがって,家族 ･保育領域では,生徒と家族を中 BJと称す)に記述し, BJに設定された質問項目
心とする人との関わりを通して,家族を中心とした に答えると共に,(彰各自の経験をクラスデイスカッ
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科目 ｢家庭総合｣の内容を,第 2･3学年で各 2単
位開設している｡
表 1 ｢家庭総合｣実施計画 
(1)人の一生と家族 ･家庭 第 2学年
(2)子どもの発達と保育 ･福祉 第 3学年
(3)高齢者の生活と福祉 第 3学年
(4)生活の科学と文化 第 2･3学年






である｣との考え 11)から,表 2に示すように ｢子
どもの発達と保育 ･福祉｣の最後の内容として FB 
Pが位置づけられている｡
表 2 第 3学年 ｢家庭総合｣年間計画表
子どもの発達と保育 子どもの発達 1学期





































































表 4 BJの質問項目 












すか ?その体重は何グラムですか ? 
(釘初めて ベ`イビー"を抱いた時,どう思いましたか ? 
(む明日,どのような問題があなたの "赤ちゃん"とあなたに起こる
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第 7報で述べたように,表 4Aに示す前回の BJ
の質問項目は,先行研究で 7日間の FBP実践に用
いた質問項目から抽出されており,質問項目 8 ｢ベ




























記入する質問項目①～⑨｣を BJ 1,｢校内での 1
日の FBPの実践後に宿題として記入する質問項目 































1. FBPを実践して気づいたこと ① FBPを振り返って印象に残ったこと
ディスカッション終了後の自由記述のテーマ 
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(1) FBP実践の対象者 ･実践者 ･期間 




クラス編成 生徒数(人) 授業実施日 (2007年)男 女 FBの 1日間の デイスカツ令 
千 千 計 誕生 FBP シヨン































































"学校での 1日間の FBP実践Hの結果 
1. BJの記述にみる生徒の獲得認識
以上の実践結果を,表 7に示す男子 20名,女子 




男 子 女 子 合 計 
1 組 13 24 37 
(10 ) (22) (32) 
2 組 12 26 38
(1 (3 (330) 2) ) 
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(1)分析枠組の設定 (2) BJの記述全体でみた場合の獲得認識
前回の結果と比較検討するために,今回の BJ 表9に示した生徒の記述項目を,表 8の前回のそ
1･2･3の生徒の記述を,表 8に示す前回の分析 れと比較すると,今回は,前回ではみられた ｢反省｣
枠組みとして用いた｢自分に関する認識 (自己認識)｣ と ｢問題｣のカテゴリーに分類される記述がみられ
｢FBに対する愛情 (愛情)｣｢自分の親に対する思 なかった｡
い (親)｣｢子育てに対する責任 (責任)｣｢世話に伴 しかし, BJ全体の生徒の記述量は,前回よりも
う大変さ (大変さ)｣｢家族の必要性 (家族)｣｢養育 増えていた｡
態度の反省 (反省)｣｢FBPの問題点 (問題)｣の 次に, FBPの時間経過に伴う生徒の認識の変化
8つのカテゴリーに整理した｡その結果,表 9に示 をみてみたい｡
す 6カテゴリー 41記述項目が得られた｡以下,衣 
9を分析枠組みとして考察を行いたい｡ 
表 8 前回の FBPで用いた分析枠組 
Ⅰ.自分に関する認識 (自己認識) Ⅳ.子育てに対する責任 (責任) Ⅶ.養育態度の反省 (反省) 






















8 6.2 5.4 動かないから楽 
動かない (暴れない)V.









9.2 重いから大変 9.4 感情がわかないll.寂しい ･胸が痛い (別れる時) 



























6.37.1 気配りしないといけないから大変 ない母はすごいと思った 
.Ⅵ 家族の必要性8.1 6.5 時々赤ちゃんを邪魔に感じた(家族)親への感謝の気持ち 
7.3 まわりの人の協力が必要 
8.3 女の人にまかせっきりにしない
表 9 今 回 の FBPの 分析 枠 組 
Ⅰ.自分に関する認識 (自己認識) Ⅱ.自分の親に対する思い (釈) V.世話に伴 う大変さ (大変) 
1.育児について知識を学ぶ 15.親の大変さがわかった 29.トイレに行 くとき大変 
2.自分の赤ちゃんの時を考える 16.母はすごいと思った 30.片手しか使えないから大変 
3.親になる準備をしていく 17.親への感謝の気持ち 31.重いから大変 
18.自分を育ててくれた親の気持ちが分かっ 32.パソコンを打つとき大変4.自分も成長できる 
5.自分には育てられない た 33.食事をするとき大変 
(授業中) 
19.親は自分のことを大切に育ててくれた 34.ずっと抱かないといけないから大変6.育児できるか不安になった 
7.自分がしっかりする 20.兄弟が生まれたときの親の苦労が分かっ 35.教室移動が大変 
た 36.荷物を持つとき大変 
Ⅳ.子育てに対する責任 (責任) 37.預けないといけないから大変BⅠ F.
8.今の自分は自分のことで精一杯 
に対する愛情 (愛情 ) 
9.かわいいと思った 21.責任を持つ 38.気配りしないといけないから大変 
0.1 愛着がわいた 22.育てる しっかりとした人に育てる Ⅵ.家族の必要性 (家族) 
ll.寂しい ･胸が痛い (別れる時) 23.育てる 愛情を持って育てる 39.新しい家族のことを考えた 






25.育児放棄はしない 41.お互い協力しながら育児に取 り組む 
4.1
自分と子どものかかわりから自己理解を図る保育授業の開発 (第8報) 
(3)ディスカッション前の記述 (BJ l･2) いた記述を合わせて表 9の 6カテゴリーに整理し,
にみる生徒の獲得認識 前回と比較したものが表 11である｡
1)BJlとBJ2の記述にみる獲得認識
ディスカッション前の BJl･2の質問項目に対 表 11 ディスカッション前の獲得認識の比較
する生徒の記述からキーワード･センテンスを抽出 前 回 今 回 
し,それらを表 9に示す 6カテゴリーに整理したも ① 大変さ ① 大変さ 0.%100
き 9.%のが表 10である｡ この生徒の記述の量的把握は, (彰 自己認識 t 愛 69
S 9.%前回と同様の方法で行った｡具体的には,表 9に示 (釘 愛情 t 責任 38
9.%すように,1カテゴリーに複数の記述項目があるが, ④ 責任 ④ 自己認識 08
7.%例えば, BJlの質問項目①～⑨に対するある生徒 ⑤ 問題 ⑤ 親 08
･ 08の回答で,一つの項目につき,複数回の記述があっ ⑥ 親 6 家族 5.%
た場合でも,一回としてカウントする方法で分析を





･亘 大変さ 92.3% ① 大変さ 98.5% め,量的な比較をすることが出来ない｡カテゴリー
(彰 責任 87.7% tき 愛情 92.3% の順位をみると, 1位 ｢大変さ｣に変わりはなかっ
③ 愛情 66.2% (彰 自己認識 90.8% た｡また,前回は 5位と 7位であった ｢問題｣｢反
④ 親 18.5% ④ 親 67.7% 省｣に関する記述は,今回はみられなかった｡
(釘 自己認識 10.8% (釘 責任 52.3% ｢自己認識｣｢愛情｣｢責任｣に関しては,前回も
今回も 2-4位となっているが,前回が ｢自己認識｣ 
- ｢愛情｣- ｢責任｣であったものが,今回は ｢愛
FBを抱いた直後 (BJl)も,学校での 1日間 情｣- ｢責任｣- ｢自己認識｣と,順位に変動がみ
の FBPを終えた後 (BJ2)も,第一に認識され られた｡しかし,今回の実践では,｢愛情｣｢責任｣
ていたのは ｢大変さ｣であった｡ ｢自己認識｣に関して 9割以上の生徒が記述をして
BJlとBJ2で大きな差が見られたのは｢責任｣ おり,量的にはこれら三つのカテゴリーの認識に差
で, BJlでは 2位で 877 はないと言える｡.%であったものが, BJ 
2では 5位で 523 前回の実践で記述が少なく問題となった ｢親｣と.%と記述量が減っていた｡それ以
外のカテゴリーは, BJ2の方が記述量が増えてお ｢家族｣に関しては,今回も順位的には 5･6位と
り,｢愛情｣｢自己認識｣に関しては 9割以上の生徒 下位となっている｡ しかし,記述量をみると,｢親｣
が記述していた｡また, BJ lで,185 .% 家族｣に関しては 5割の生徒が.%と15 に関しては 7割,｢
であった ｢親｣や ｢家族｣に関する記述は, BJ2 記述をしていた｡
では,それぞれ677 08 ②認識の内容.%と5.%となり,半数以上の
生徒が ｢親｣や ｢家族｣に関して記述していた｡ 次に,前回と今回の記述内容を比較してみたい｡
2)前回との獲得認識の遣い 前回と今回ともに記述がみられた ｢自己認識｣｢愛
①認識の順位 情｣｢親｣｢責任｣｢家族｣｢大変さ｣の 6つのカテゴ
ディスカッション前の BJ lとBJ 2に生徒が書 リーで,特徴的な記述を示すと表 12になる｡
表12 カテゴリー別にみた記述内容の変化 (ディスカッション前)




愛 情 ･かわいい ･かわ い優しい気持ちになった
親 ･母はすごいと思った ･自分を育ててくれた親の気持ちが分かった 
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責 任 遊びなどをあきらめ七子どもと過ごす ･大切にする青鬼破棄ば しない･ ~ /虐待はしない

家 族 ･周りの人の協力が必要 ･新 しい家族のことを考えた





の記述に典型的に現れているように,前回は ｢あき 認識 (BJ3)と比較したものが,表 14である｡
らめて過ごす｣などの義務的な表現に留まっていた




(4)ディスカッション後の記述 (B J3)にみ (丑 大変さ 
BJ3 
%00.01 斗 大変さ %54.7
る生徒の獲得認識 (彰 愛情 %69.9 (彰 自己認識 %85.5
1)分析枠組の設定 (彰 責任 
ディスカッション前と同様に,ディスカッション ④ 自己認識 
後の BJ3の質問項目に対する生徒の記述から,キ ⑤ 親 
%38.9 ⑨ 愛情 %69.5
%08.9 ④ 家族 %69.5


















































自分 と子どものかかわりから自己理解を図る保育授業の開発 (第 8報)
知りたい	 ･親の苦労と努力を実感することができた
･お母さんの気持ちを考えたい ･自分が幼いときにどれだけ親に苦労をかけたのかを知った
責 任 ･勝手な行動はできない ･責任の重さを感じた
･育児放棄をしない	 ･中途半端な行動は許されない
･大切にしないといけない ･親になるということには責任がある
家 族 ･女の人一人ではとても大変 ･いい環境の中でたくさんの人と協力して,育てたい
･将来の家族のことを考えた	 ･私の両親も周りの人に支えられながら育ててくれたんだ
･お互い協力して育児に取り組む ･育児の大変さや喜びは周囲の人みんなで分かち合うべきだ






表16 ディスカッション後の自由記述の獲得認識 のカテゴリーに関する生徒の記述が 5割以下であっ
たのに対し,今回は,全てのカテゴリーの記述が増
前 回 今 回 (BJ3) 
+ 責任 47.8% (丑 大変さ 75.4% え,｢親｣を除いたカテゴリーが 5割以上となって












｢親｣は 4.3%- 46.2%に,｢家族｣は 17.4%-
(9 愛情 10.9% ⑥ 責任 50.8% 56.9%に増えている｡
②認識の内容
前回と今回の 6つのカテゴリー毎の特徴的な記述
第 7報で考察したように,前回の実践では,ディ を示すと表 17になる｡
スカッション後には ｢問題｣｢反省｣のカテゴリー
表17 カテゴリー別にみた記述内容の変化 (ディスカッション後)
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表18 ディスカッションであげられたグループの意見



































































1組 (37人) 2組 (38人)
 
(丑'大変さ 0.% 丑 大変さ 100
100 ( 0.%
･享 愛情 100 ･ 責任 0.%0.% 享 100
(彰 責任 9.% 彰 愛情 9.%69 ( 70
9. 郭 9.④ 自己認識 06% ( 自己認識 70%



































第 7報でも指摘したように, 学`校での 1日間の 
FBP実践"は,先行研究で実施 ･検討してきた 
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1.課題③ :学校での 1日のみの FBP実施に適 し
た質問項目の設定
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